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症
状
は
、
大
き
く
２
つ
。
脳
の
細
胞
が

壊
れ
る
こ
と
で
起
こ
る
「
中
核
症
状
」
と
、

不
安
や
焦
り
・
環
境
な
ど
か
ら
引
き
起
こ

さ
れ
る「
行
動
・
心
理
症
状
」が
あ
り
ま
す
。

人
に
よ
っ
て
症
状
の
出
方
や
経
過
は
さ
ま

ざ
ま
で
す
。

　

認
知
症
に
対
す
る
誤
解
や
偏
見
は
ま
だ

ま
だ
あ
り
ま
す
。
中
で
も
「
本
人
に
自
覚

が
な
い
」
は
大
き
な
間
違
い
で
す
。
症
状

に
気
付
き
、
心
配
で
心
細
く
、
苦
し
ん
で

い
る
の
は
他
で
も
な
い
本
人
な
の
で
す
。

　

不
安
で
分
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
の
毎

日
。
そ
れ
は
本
人
に
と
っ
て
良
い
環
境
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
安
心
感
を
与
え
ら
れ
る

よ
う
心
掛
け
、
尊
厳
を
持
っ
て
接
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

頭
ご
な
し
に
否
定
せ
ず
、
間
違
っ
た
こ

と
を
言
っ
て
い
る
と
き
は
、
優
し
く
伝
え

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
混
乱
さ
せ
な
い
よ

う
に
、
簡
単
な
言
葉
で
短
く
伝
え
る
こ
と

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

対応の７つのポイント
　①まずは見守る
　②余裕をもって対応
　③声を掛けるときは１人で
　④後ろから声を掛けない
　⑤優しい口調で
　⑥穏やかに、はっきりした話し方で
　⑦相手の言葉に耳を傾けてゆっくり対応

３つの「ない」
　①驚かせない　②急がせない　③自尊心を傷つけない

認
知

症 を考える

見当識障害
・時間や季節感が薄れる
・方向感覚が薄れる
・周囲の人との関係が分からなくなる

その他
・感情表現の変化
・正しい解釈ができない

記憶障害
・覚えられない、すぐに忘れる 理解・判断力の障害

・考えるスピードが遅くなる
・２つ以上のことが重なると処理できない
・いつもと違う出来事で混乱しやすい
・目に見えない仕組みが理解できない

行動・心理症状

実行機能障害
・計画を立て段取りをすることが
　できなくなる

認
知
症
を
正
し
く
知
ろ
う
！

本
人
が
一
番
苦
し
ん
で
い
ま
す

暴言・暴力

うつ状態 妄想 幻覚 睡眠障害
徘徊

不潔行動

中核症状

認知症は、誰にでも起こりうる身近な脳の病気です。
決して他人ごとではありません。
本市では、65 歳以上の８人に１人が認知症の可能性
があると言われています。
問 地域包括支援センター　☎ 65-1245　 33-5178
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認
知
症
に
な
っ
て
も
、
知
的
な
機
能
の

全
て
が
一
度
に
失
わ
れ
て
し
ま
う
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
分
か
る
こ
と
・
で
き
る

こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
手
助
け
し

て
く
れ
る
人
が
い
れ
ば
、
自
分
で
で
き
る

こ
と
も
増
え
ま
す
。

　

ま
た
、
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
や
嫌
な
経

験
は
い
つ
ま
で
も
心
に
残
り
ま
す
。
周
り

が
温
か
く
接
す
る
こ
と
で
、
機
能
低
下
が

緩
や
か
に
な
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
で
き
な
い
こ
と
」で
は
な
く「
で
き
る
」

こ
と
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、「
認

知
症
の
○
○
さ
ん
」
で
は
な
く
「
ご
近
所

・
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
、
定
期
的
な
運

　

動
、
十
分
な
睡
眠
な
ど
規
則
正
し
い
生

　

活
習
慣
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う

・
介
護
予
防
教
室
、
Ｐ
Ｐ
Ｋ
体
操
や
趣
味

　

活
動
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

・
家
庭
や
地
域
で
役
割
を
持
ち
ま
し
ょ
う

・
健
康
診
査
を
受
け
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を

　

行
い
ま
し
ょ
う

地域包括支援センターでは

認知症に関するいろいろなサポートを行っています

　

認
知
症
に
な
っ
た
と
き
、
頼
れ
る
人
や

場
所
は
あ
り
ま
す
か
？ 

認
知
症
の
人
や
家

族
を
見
守
り
、
お
助
け
隊
に
な
る
人
は
身

近
に
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　

住
み
慣
れ
た
、
馴
染
み
の
場
所
と
人
の

中
で
安
心
し
て
生
活
し
て
い
け
る
よ
う
、

一
人
一
人
が
自
分
に
何
が
で
き
る
か
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
？

第３回認知症講演会 を開催しました 　「身近な人が認知症になったなら」をテーマに、第
３回認知症講演会がウイメンズプラザで開催されま
した。
　田中加代さん（県認知症介護指導者）は認知症の
基礎知識と接し方について説明。ユーモアを交えた
講義に、会場は和やかな雰囲気に包まれました。
　また、齋藤ミヤさん（認知症介護経験がある家族）
は、家族だからこそ感じる葛藤を踏まえた自身の介
護経験を振り返りながら「落ち着いた優しい介護を
するために、認知症に関心を持って正しい知識を備
えてほしい」と参加者らに訴えかけました。

田中加代 さん

齋藤ミヤ さん

の
○
○
さ
ん
が
、
認
知
症
に
な
っ
た
」
と

い
う
よ
う
に
、
近
所
の
人
や
友
人
と
い
っ

た
今
ま
で
の
関
係
性
を
変
え
る
こ
と
な

く
、
受
け
入
れ
ま
し
ょ
う
。

※認知症の理解を深める普及・啓発キャンペーン「本人座談会」より抜粋

認知症は 怖くない
人生は新たに出発できる

一人の人間 である
そのことを分かってほしい

みんなに助けられて

本当に 楽しい毎日 が送れている

認知症になっても

どんどん 外に出てきてほしい

笑顔で過ごす ことで
進行も遅くなっていくように感じる

自分ごととして考えて ほしい

認知症になった

本人の言葉※

「行方不明になったときが不安…」

「認知症について学習したい！」

※各事業の詳細は右記 QR コードか
　らご確認ください
※相談は地域包括支援センターまで 市 HP にじいろケアポータル

「認知症について学び、集まりたい！」

「認知症かも…」

あらいさん

はまちゃん

高齢者見守り SOS ネットワーク

認知症サポーター養成講座

オレンジカフェ

認知症初期集中支援事業

11/１

身
近
な
人
が
認
知
症
に
な
っ
た
ら

認
知
症
を
予
防
す
る
た
め
に

自
分
の
こ
と
と
し
て
考
え
よ
う

講演会の様子
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